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西ドイ

ツの旅

～その第1歩～

私は幸いにドイツ連邦地質調査所(B㎜desansta1t

拙rBodenforschung)の招きにより1964年度科学技術

庁パｰトギャランティｰ留学生として“中古生代の層

序学的古生物学的研究"の目的でドイツ連邦地質調査

所へ出張を命ぜられ1964年12月13目明電をたち1カ

年間の滞独研究を終えて1965年12月末帰国した.こ

の間に直接体験しかつ観察することができた酉ドイ

ツでの生活あるいは研究恋どについてお伝えするこ

とができるたらぱ幸いである.

日本からインドヘ

雲ひとつない快晴の12月13目午前11時多くのひ

とびとのお見送りをうけてルフトノ･ンザドイツ航空の

ボｰイング720型ジェット旅客機は羽田空港をあとに

飛び立った｡私にとってははじめての海外旅行であ

ったが機中の人と祖るや出発前の忙しさから解放さ

れたためか意外に心の平静を保つことカミできたのは幸

いであった.1時間たつかたたぬかのうちに鹿児島

南端をかすめやがて昼食もちろんドイツ食である.

目的国の航空機を最初から選ん牟のは1カ年間のドイ

ツ生活に早くなれるためにひとつのよい方法であった

かも知れない･さらに機は台北上空から中国大陸に接

近やカミて午後2時35分(現地時間)香港に無事着陸

した.空港待合室でジュｰスの接待をうけながら

待つことしぱしはじめてみる異国情緒に多少の不安

感といくらかの好奇心の交錯するうちに自分はつい

に日本の国外にやってきたのだということと日本人

であるのだという自覚がよみ淡えってきた.

ふたたび機上の人となり香港をあとにバンコクヘと

向かった.風雲ただならぬベトナムのはるか上空を

戦火の終息を祈りつつやカミて眼下記ゆうゆうと流れ

るメコン河の繰り広げる一大景観を匁がめあるいは

うっそうとした密林地帯に胃を転じているうちに
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も眼下に整然とした水田が展開し午後5時(現地時

間)バンコク郊外にあるドンムァング空港に着陸した.

香港とおなじように出発まで通過のため待合わせ

るだけであったがここでは旅客はみん荏パスポｰト

を一時的に事務所に預けねぱならず返してもらうま

ではなんとなく不安であった.

待合わせ1時間夕やみ迫って機はインドのニュｰ

デリｰへ向けて飛び立つ.視界はまっくらやみとなっ

た.カルカッタ上空へさし水かった頃から機がかな

りゆれた.このへんは北にヒマラヤ山系を南にべ;■

ガノレ湾をひかえているため航空上の気象カミあまり芳し

くないと隣席の外国人が説明してくれたのを思いだ

す.定刻午後8時20分(現地時間)ニュｰデリｰの郊

外にあるパラム空港に着陸した.

第22回万国地質学会議に出席して

インド地質学会のたくさんのひとびとの出迎えをうけ

たので税関と入国手続は意外に簡単におわりニュｰ

デリｰ市へと空港バスで内かった.やカミて予約のして

あるクラリッジホテノレ(C1aridgesHote1)へ到着した.

ニュｰデリｰでの滞在は14目から22目にわたって

ビジヤン0バワン(VigyanBhawan)国立博物館(Nか

tiona1sMuseu皿)およびラグビア･シング下級高校

(RaghbirSinghJuniorHighSchoo1)で行なわれた

第22回万国地質学会議(XXI工IntemationalGeological

C㎝9ress)に出席のためであった.

このたびはアジアで開かれた最初の万国地質学会議

であったがインド地質調査所(Geolo憲icalS理丈マeyof

第望図ニュｰデリｰの(Raghbir第3図菖皿一デリｰのビシャン･

SinghJuniorHighSch･

ool)前にて第22回万国地

質学会議に出席した人たち

バワン(VigyanBhawan)

玄関前にて�
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India)をはじめとするインドの地質学者地球物理学

者地球化学者の最大の努力によって世界の88カ国か

ら参加者およそ2000人があつまるなかでたくさんの専

門別分科会各種委員会協力学会(科学連合)さらに

いくつかの野外巡検ポ盛大に行たわれてぶじ終了し

た.なお下記のごとき出版物と地質図カ葦会員に配

布された.

1Provision登iListofRegistants.

��杲�浥�

㍒数�瑯晴�呷���散潮���潮��楡���
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��牡捴献

��異�獣畳�潮����漱�楣�慮����

sicalResu1tsoftheIntemationa1Ind池nOcean

ExpeditionAbstractsof遅劉pers.

5De丘niti0R◎fGeologicSystems.

6P.V.Rao:GeologyandM三neralResourcesofIndia.

7U.Aswat舳narayana:AgeDeterm三nationofRocks
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この会議の内容については出席された多くのひとび

とによりすでに下記のごとく詳しく報告されている

のでご参照いただきたい.

牛来正夫(1965):インドの旅地球科学79号

服部･仁(1965):第22回万国地質学会に閏席して地質

ニュｰスNo.127

棋界地質図委員会の動向地質ニュｰ

{二二:(1965):世夢詳

地質園委農会

における討議

地質調査所用
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会議(於インド)に出席して地球科学79号

東中秀雄(1965):第22回IGC地球物理学に関するBusi･

ness報告地学雑誌vo1.74no,2(745)

東中秀雄(1965):第22回万国地質学会議一生として地球物

理学に関する報告測地学会誌vo1.11no.1

小林貞一(1965):第22回万国地質学会議に出席して地

学雑誌voI.74m.2(745)

小林貞一(1965):国際地学遠合第2回総会地学雑誌

平｡1.74no.3(746)

小林貞一･松本達郎･浜田隆士･鎮西清高(1965):第22回

万国地質学会議層位学委員会の報告地学雑誌

���湯����

松本達郎(1965):国1祭古生物学連合会議出席報告化石

第9号

砂川一郎(1965):国際鉱物学連合総会に出席して地質

ニュ}スNo.132

砂川一郎(1965):インドJa㎜shedpur周辺巡検記地

質ニュｰスNo.134

徳永重元(1965):花粉学の現状と国際花粉学会地学雑

誌vo1.74no.6(749)

徳永重元(1965):インド各地の研究所をたずねて地質

ニュｰスNo.127

千地万造(1965):ダｰジリン･シッキムヒマラヤ地質見学

記地球科学80号

渡辺武男(1965):第4回国際鉱物連合(IMA)第22回万国

地質学会議(IGC)と鉱床研究の最近の動向につ

いて鉱山地質15巻(4)72号

このよう窓会議にとくに世界地質図委員会(C0阯

㎜issionfortheGeo1ogica1MapoftheWor1d)とか

層位学委員会(Commissi㎝onStratigraphy)にはじ｡め

て出席して感じたことは日本の地質は世界の地質に

日本の地質学関係の学会は世界の地質学関係の学会に

癌接に関係していることがまざまざと感じられた.そ

して日本の地質を明らかにする研究も日本の学者ばか

第5図インド地質調査所編さん

(1962刊行)

500万分の1インド地筑図�
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りでなく世界中の地球科学者がいつも注目している

のだということを忘れてはならないと思う.

さらに今回は日本の学術会議大学研究所博物

館民間合杜から19名地質調査所から5名カ拙席し

あわせて24名の多くにたっした.これは万国地質学会

始まって以来日本としては最多数の出席者数であると

いわれている｡出席者を所属団体別および年令層別か

らみても多岐にわたっている.いろいろの研究分野

のそしてあらゆる年令層の地球科学者が出席しそ

れぞれの専門分野からこのような会議にのぞんだこと

は前にかかげた発表報告文にもみられるように日本

の地球科学のいろいろの研究分野にそして学会に及ぼ

すところきわめて大きいといえる.

1968年8月19目～28目にチェコスロバキアのプラｰ

グで第23回万国地質学会議が開催されるがより多く

の日本の地球科学者か出席しより多くの成果をもたら

すよう願っている(地質学雑誌72巻2号表

紙裏および立見辰雄1966第23回万国地質学会議

についで鉱山地質16巻(1)75号参照).

この会議に出席のためインドヘ来られたドイツ連

邦地質調査所長のマルテイニｰ(H.J.Martini)博士は

会議前のカシミｰル地方の巡検に参加されたが積雪の

ため遣をとざされ会議のおわる目までニュｰデリｰ

へ帰られなかったのでお会いできたかったのは本当

に残念だった.しかし世界地質図委員会ではドイツ

連邦地質調査所のゲルトナｰ(H,R.v.Gaertner)博士

やワノレタｰ(H･Wa1ther)博士にお会いしたのでいく

らか西ドイツ･ノ･ノｰバｰ(HamOVer)の生活カミ身じ

かに感晋られてきた.さらに西ドイツ･エアランゲン

大学のシュワン(W･Schwan)教授ミュンヘン大学の

テｰム(R･Dehm)教授ベノレギｰ･王室自然科学研究

所のレコンプト(M.Lecompte)教授イタリア･ミラ

ノ大学のデジオ(A･Desi0)教授イギリス･地質調査

所長のスタブルフィｰルド(CJ.Stubble丘e1d)博士副

所長のウッドランド(A･W･W00d1and)博士らの構造

地質学者や古生物学者にお会してどうにかこうにか通

ずる英語で請をしているうちにこれから始めようとい

うヨｰロッパの生活と研究に対していくらかでも自信

カミうまれていったのではなかろうか.

インドから§一難汐パヘ

ニユｰデリｰでの滞在は短い期間ではあったがいる

いろ初めての体験と見聞を克てインド地質学会とイ

ンド国民の栄えを祈りながら年の瀬もせまるころフ

ランス航空のボｰイング707型ジ皿ット旅客機でパラ

第6図ロｰマ郊外にあるレオナルド･ダ･ビンチ空港

ム空港を飛びたちテヘランテルアビブ経由でほと

んど闇のなかを飛びつづけあくる夜明けヨｰロッパ

の玄関口ロｰマ郊外のレオナノレｰタ･ビンチ空港

(LeOna｢ldd'DaVinchi)}…着陸した.

園四マでのできごと

レオナノレド･ダ･ビンチ空港についてヨｰロッパヘ

とうとう着いた安心と2600年の歴史をもつ永遠の都

甲一マに来た感激もっかのまだった.というのは空

港で私の大きなトランクとボストンバッグは待てど

くらせど届かないのだ.航空機旅行の経験すくないも

のにとっては一大事である.とりあえず私の滞在中

のホテル名と荷物の型とを航空合杜に知らせて空港

をあとにホテルヘ向かった.

1ヵ年間の身の回りの何から何まではいっている荷

物がないので一刻も落ちつかない.さっそくあい

さっをかねてインドの日本大使館の伊勢谷三樹郎一等

書記官から紹介をいただいていたイタリアの日本大

使館の三島和夫一等書記官を訪ねた.

事の次第を述べたところ航空合杜の事務所に再三再

四連絡をとってくださりその結果その晩8時にな

って私の荷物はロｰマでおろされずにバリ漢で行っ

てしまったが9時ごろには別一マに帰ってくるから10

時すぎにはホテルにとどけるとの連絡をうけるζとがで

きた.はたしてその晩n時に私の荷物は赤テル紀

とどいた.ロｰマ到着そうそうからこんなことでは

この先1力年どうしたものかと不安と焦燥紀かられて

いたがようやくあんどの胸をなでおろすことがで巷たの

は何よりのさいわいであった岳その後会うひとごと

にこの請をするとよくあるこ&花という詞

いろいろめ会議や学会に出席のため航窒機を利周す

る場合に一ぜひとも必要な書類は身むか紀おくのが安

全のように考えられたから老婆心ながら付青する､�
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第9図面ドイツ国内のゲｰテ･インスティチュｰトの

所在地(1-20本文参照)を示す

このようなできごとのためヨｰロッパの初印象をた

いへん悪いものにしてしまっていたがそれを償ってあ

まりあるロｰマ大学地球化学教室のフォルテゼリｰ

(M･Fomaseri)教授の親切について一言しよう.

それはレオナノレド｡ダ･ビンチ空港におり立って

ちょうど私の荷物の届くのを焦燥にかられながら

待っていると黒みがかった髪の毛のひとりのイタリ

ア人らしい50才そこそこの紳士が私のそばに近寄って

きて“日本の神戸さんですか.ロｰマ大学の地質学

関係の教室を見学したいご希望のようです挙いつでも

ご案内しましょう"と言われた.そのひとがフォノレナ

ゼリｰ教授であった.私は一面識もなかったカミ同教

授もニュｰデリｰの会議に出席されてミラノ大学の

ら私がロｰマ大学見学の希望をもっているからよろし

くということを聞かれての親切な言葉であったと思

う.私はフォノレナゼリｰ教授のことばにしたがって

1目ロｰマ大学の地球化学教室地質学教室を見学さ

せていただいた.ほんとうに心暖まる忘れえぬ思い

出である･ロｰマ大学見学記は後日イタリアお

よびスイス地方のアルプス地質巡検記とともにお伝

えする予定である.

灘鱗蟹灘

臨轟一宜

第7図ホルナゼリｰ(M.

室玄関前にて

Foma彗eri)教授回一マ大挙地質学教

いよいよ西ドイツヘ

年の類もいよいよおしつまってロｰマをたちジュ

ネｰブを経て途中積雪におおわれたヨｰロッパァノレ

プスの山々を機上からながめながらさらにチュｰリッ

ヒからあこがれの西ドイツに向かった.ジュラ山脈

やスワビャァノレプスを越えるころおりからの悪天候の

ため機ほかなりゆれた.いつのまにか着陸準備には

いり点々とした赤い屋根の家々が次第に大きくなる

のカミわかる.かなりの幅がある河が見えはじめた.

ライン河であろう.とかくするうちに家並みの整った

町々が手にとるように近づいてきた.

やがて西ドイツの玄関口人口67万をようし詩人ゲ

ｰテの生地として知られマイン川にそった歴史の都

フランクフノレトの郊外にある空港におりたった.

フランクフルトにはドイツで屈指の自然科学博物館で

あるゼンケンヘノレグ博物館(Natur㎜usemSencken･

herg)があり“NaturundVoIk"と“Senckenbergiana"

の学術雑誌が刊行されている.そのほかゲｰテ大学

(Joha㎜WolfgangGoetheUniversit註t)植物園(Pal･

me㎎arten)動物園(Zoo1ogischerGarten)などがあり

よく知られている.

フランクフノレト空港では一昨年科学技術庁のまねき

第8図ロｰ㌣のサン･ピ皿ト禅広場からながめたサン･ピエトロ大寺

院向って右手にバチカン宮がある�
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地質調査所のザｰメス(C･W･Sames)博士の出迎えをう

け再会を互いに喜んだ.

入国管理および税関ともに意外ぽ簡単で入国はパス

ポｰトをみせるだけでパスそしてあなたがもし必要

ならば入国目付印を押しましょうというごく簡単なも

のだった.私は入国の記念スタンプ(derErimcrungs･

stempe1)としてとにかく押してもらった.税関も

“関税のかかるものは何かもっていませんか"(Haben

Sieetwaszuve工zo11en?)ときかれるだけだった.

長期間の滞在の場合には居住地の警察署に滞在許可

願を提出して滞在許可(Aufentha1tserlaubnis舳rB㎜一

desrepub1ikDeutsch1and)の印をパスポｰトに押して

もらわねばならない.短期間の場合でも一ヵ所に滞

在するときは居住居をだす必要があるから出発前には

在目ドイツ大使館に到着後は日本大使館か領事館に

さもなければ現地の市町村役場に問い合わせることを

おすすめする.

ドイツ連邦共和国

第二次大戦後ドイツの国土は東剛α分され西部

は一般忙酉ドイツとして知られライン河にそうボン市

を首都としドイツ連邦共和国(跳nd蹴e脾b腋D鮒

tsch1and)と言われる.ドイツ連邦共和国は五0州から

なり1⑬49年§月23目基本法(憲法)が成立しだ｡各

州はそれぞれ憲法議会政府をもち中央国家である

連邦と癌擦な関係にある.

ドイツ連邦共和国の人口は西ベルリンの2,180,000人

を含めて56,950主000人で面積は頂ベノレリンの500亘m2

を含めて248,δ00星㎜婁である(理科年表1965年による).

ゲｰデ曲イン浅茅イチ^回ト(GOe汕e一夏皿Stit11亡)

まず纂ツヘル(臨曲e1)へ私は西ドイツヘの入国そ

うそうドイツ連邦地質調査所外国部長のチザルツ(A.

蜘鰯

構ドイツ寅ね:ンヘル鰍

螂ζて1抑ツ滋郊

地質鯛麓狩ダ〕ザｰメス

(c.概､s棚竈竃)槽汰

Cissar2)博士の指示にしたがい2ヵ月間ドイツ語を学

ぶためにミュンヘンの南80kmちょうどアルプス北辺

の山村コッヘノレ(Koche1)にあるゲｰテ･イシステイチ

ュｰトヘ行くこととなった.

新学期の講義は1月4目から始まるというので2目

の晩にコッヘルにっきザｰメスさんとともに駅前のゲ

ステハウス“アノレペン回一七"(G邑stehaus“A1penrose")

に泊まることとなった.日本にも旅行客のためにホ

テルとか旅館があるように西ドイツでもホテル(Hote1)

ペンション(Pension)ガストノ･ウス(Gasthaus)などに

分かれており設備がそれぞれ違い2目3目の宿泊な

らHote1が適当である.長期にわたるときはペンシ

ョンかガストノ･ウスが格安で最適と思う.

コッヘル周辺の地質周辺には氷河湖だといわれる

美しいコッヘル湖(Koche1See)やワルヘン湖(WaL

chenSee)をいだきアルプス北辺の1000mないし2000

m級の山々がせまっている.ミュンヘン市を流れる有

名なイザｰル(工Sar)河の涙もさほど遠からぬところであ

る.

オｰストリア領のインスブルック(Imsb則｡k)の東方

紀は二畳系(Quarzi帥ndSericitsc血王efer)や片麻岩類

(臨獺蟹鵬i鵠鴛鶯dOエthogneiss)などを含むクレ岬ワッ

ケ帯(G更搬搬｡kenZone)と中央アルプス緕晶片岩帯

(2鋤触五ψ五鯛§Krista111筍)か横たわっている｡その北

熔はアルプス相の三畳系ジ篁費系白亜系などを主と

する東アルプス帯(O搬1pi服Z㎝琶)がありその北辺は

ザルツブルク(Salzb以r墨)や鴛ツヘルに及んでいる古さ

らに北側紀は幅せまく上部白亜系を主とする東アルプ

スフリヅシ皿帯(Osta1pi鵬刑yscMo蝸)がある｡これ

らの帯はいずれも東西性の帯状構造をもって分布するの

が特徴である.

これらのいわゆるアノレプス帯の北方にはミュンヘン

を中心にしてモラッセ盆地の漸新統や中新統が広く分

撤蝦

鴛箏ヘル駅飾ケス号

ハウス“ηレペン抑一

七"(G三;竃量幽豊鵬

“測隣鮒㈱僅")�
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布する.モラッセ盆地の南部の谷間をうずめてギュ

ンツ(Gむnz)ミンデル(Minde1)リス(Riss)ヴユノレ

ム(Wむrm)各氷期の氷堆石(Morane)が分布するのも

この辺のみのがせない重要な地質である.南独の1

月2月といえば零下20度にさがることもしぱしばで

積雪も多く地質研究などはとうてい及ばなかったが

そのような地質にかこまれてドイツの地質学を知るた

めの基本となるドイツ語(dasDeutsche)を学ぶことに

なったのは何かの奇縁であろう.

冬のコッヘル明くる3目は日曜貝でゲｰテ･

インスティチュｰトは休みであったが午前中にザｰメ

スさんか電話してくださりすでに私のために下宿が一

部屋用意してあることもわかりほっとした次第である.

昨晩から降りつづいた雪は周辺のアルプス北辺の山々

をはじめ並ぶ家々の屋根木々の枝に厚く降りつも

りまさに銀世界はじめてみる南独の冬景色であった

が申分のない“美"の象徴として讃美した.

今にでも“サンタクロｰス"に出会うのではないかと

村の静かな道を赤いでいるとひとりの日本人らしい青

年にあった.こちらから声をかけると彼もゲｰテ･

インスティチュｰトで勉強するためにきたとv'う.何

となく心強くなった.彼との会話をきいていたザｰメ

スさんは半年ぶりに日本語をきいたといって日本で

の生活をなつかしがっていた.

外国語について感じたこと海外へでると衣食住

の変化も著しく食事などはなれるまでかなり閉口す

るもののひとつである.それに負けず劣らずこまる

のカミ言葉である.羽田を一歩外へでると日本語では

なにひとっ用が足せないということをいやというほ

ど知らされた.

最近はたくさんの外国人が日本を訪れるようになり

語学勉強の必要性はだんだんと高まってきてはいるカ童

まだアクセサリｰ的な感カ重ないでもない.しかし

一歩国外へでるとそうはいかない.外国語を話すこ

とカミ生活に直結しているから誰しも必死にならざるを

えなくなる.

へたな英語だからなどといって体裁を気にして引

きさがってはいられない.“きゅうすれぱ通ずる"と

第ユ2図=1ツヘルの下宿のハンス宮リｰブル(Han鶉Lieb1)夫義

第1鋼雪におおわれたコッヘルの下宿(ノ㌔:/ス･リｰブル家)

第14図コッヘルの教会

館15図コッヘルの下楕付遊の家並みとアルプス北縁の{冷�
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いう言葉があるがまさにその通りで外人の前で辞書

をひいても紙きれに書いても聞きかえしても笑わ

れずにすんだ.聞きかえさないでわかったと思って

聞違ったことをすることの方が笑われる結果をまねく

のである.語学のへたなのを苦にして外国旅行をち

ゅうちょする人カミたくさんあるがそのような人には

まず外国旅行に飛びだされる｡ことをおすすめする.

=1ツヘルの下宿へ4目も朝から雪が降っていた

だろうか.とにかく2目分の部屋代14ドイツ･マノレ

ク(DM西ドイツ通貨1DM二1DeutscheMarkは

邦貨90円に相当)と朝食代2食分7ドイツ･マノレク(パ

ンパタｰジャムゆで卵コｰヒｰで普通1食2

～2.5ドイツ･マルクほかにハムなどを注文すると高

く在る)を払いガストノ･ウスをあとに午前9時にゲ

ｰテ'イシスティチュｰトヘはじめて行く.まず1人

1人呼ばれて下宿の割当がありダラｰゼックストラ

ｰセ(Graseckstr･)21のノ､シス･リｰブル(HansL三eb1)

諌ときまった.この割当には2人の先生カ玉いろいろ

とドイツ語でたずねて下さったがほとんどわから狂か

ったというの添正直な告白であろう.下宿の名は紙

片に書いて下さったのでわかったのである.ドイツ

語が通じないのでこちらは大分まごついたが先生方

はちっとも心配のようすは泣い.

午前中にリｰブル家をたずねると50才代の典型的な

ドイツ婦人の奥さんに迎えられて今朝から待っていた

という.玄関から入って正面の日本式にいうと六

畳位の1人部屋があてがわれた.やっと落ちつくこと

カミできたが2ヵ月間の勉強がひかえているので益々

身と心の緊張カミ寒さとともに加わるおもいがした.

ゲｰテ･インスティチュｰトの紹介このへんで

ゲｰテ･インスティチュｰトを簡単に解説しよう.こ

こはドイツ語ドイツ文化普及機関で南ドイツのミュ

第ユ6図=1ツヘルの下宿付近を通るこの大通りはミュンヘンからコッ

ヘルミッチンワルドを通りイシスブルックヘ通じてv･る

ンヘンに本部(GoethひInstitutAbt.Unterrichtsst凱ten:

8M竈nchen2Lenbachp1atz3/IDeutsch1and[West

Germany】)をおき世界の各地に支部がありその数は

105に達している.

日本では東京支部は千代田区飯岡橋2-11曜ビノレ内

に大阪支部は北区堂島浜通り1-25新大阪ビル9階

にある.西ドイツでは下記の20カ所にある(地名の

前の番号は地図上の番号である.第9図参照).

第17図コッヘル湖に面した美しいところにあるゲｰデ･イン深チ

ィチユｰトIIの教室
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パサウ(Passau)

バｰド･ライヘンハｰル(BadReichenhall)

アヘンムｰレ(Achenm舳1e)

ブランネンブルク(Brannenburg)

バｰド･アイプリング(BadAibling)

グラフインク(Gra茄ng)

工ヘルスベルク(Ebersberg)

グラフラｰト(Grafrath)

コッヘル(Koche1)

ムルナウ(Mumau)

ラドルフセｰル(Radolfze11)

スタウヘン(Staufen)

ブラウボイレン(Blaubeuren)

ロｰテンブルク(Rothenburg)

ボパルド(BopPard)

イゼル1]一ン(Iserlohn)

蜘鰯

遡ツ～鵬刎蛇簑榊吃葦トノ釦饒の弱教学錐淀怒�
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17ブリロン(Brilon)

18アロルセン(Aro1sen)

19リュｰネブルク(L首neburg)

20ヘルリン(Ber工in)

これから圭をして酉ドイツ園内の運営状況紀ついて

話をすすめよう,ここの8週間(黛勿月間)単位のド

イツ語学習コｰスはドイツ人以外の外国人紀ドイツ

語の知識を巻ずけるための機会を与党でいる皇酉ドイ

ツとい簑欝鏡のなかで短期間紀しかも五週間鯛0

時間という激しい訓練を行なうこ&は夜間鴛一ス液と

と違ってそこ紀特残性カミあるといえよう聰

コｰスは4段階にわかれている.すなわち初級I

初級血中級上級である.初級Iおよび皿を終了す

れば一応ドイツ語を話し日常ドイツ語を理解すると

いう程度にすすむ.初級皿に入るには初級Iの修了

証(日本のゲｰテ･インスティチュｰトの修了証でも差

し支えない)かあるいは開講のとき行なわれるテスト

に合格しなければなら荏い.初級Iと]Iとを修了する

ためには4ヵ月かかるカミ時間的に余裕のある人は

このふたつのコｰスを完了されることをおすすめする.

中級はドイツ語の既存の知識をひろげ深めるのに役立

ち酉ドイツの大学に入り講義を聞こうという青年

男女には.ぜひここまでは終了されることを希望する.

上級は母国へ帰ってドイツ語の先生になる人たちの

コｰスでドイツ語の学習よりもドイツ語の教授法に

重点カミおかれるようである.

中級上級に入るのにももちろん厳重なテストポ行

なわれる.これらのコｰスのなかで人数のもっとも多

いのは初級Iと皿で講義は小人数のグルｰプ(20人位)

にわかれ教科課程はもっぱら近代的な語学使用法

語法慣例の熟練のために用いられている.授業は近

代的な語学教授法特別に訓練された先生がたずさわ

っている.参考までに教科書をかかげる.

3.DeutscheSprachlehre他rAus1色nder,Grundstufe,

鰯

��������

b.一D㎝t･･h㎞･･揃･亙･･tg…h･itt…,Mitt.1.t.f｡,

��������

㌫GrammatikderdeutschenSprache.

いずれも著者はハインツ･グリｰスバッハ(He1nzGries一

止ach)およびドラ･シュルツ(DoraSchulz)でマックス

･ヒュｰバｰ出版社(Max亘ueberVerlag,M血nchenユ3)

から出版されている.

酉ドイツ国内のゲｰテ･インスティチュｰトは主と

して南ドイツの都会からさほど遠く狂いしかも風光

明美な土地で湖水地方に多いのも学ぶのに適した環

境を選んだ立案者の計らいであろうということがしの

ぱれドイツなれぱこそと感心した.さらにドイツの

生活に精通していないたくさんの外国人に対してド

イツ人の家庭に下宿させその生活一般を知り学校で

は外国人同志の交友をひろめ生活に順応させる機会を

も与えている.

西ドイツのなかのゲｰテ･インスティチュｰト20力所

についてはすでに記したがここの学生はドイツ人の

家庭に下宿するのカミ原則となっている.ただしア

ヘンムｰレと工ベノレスベルクでは一部の学生は学校に

寄宿させられる.バｰド･ライヘンノ･一ノレでは全寮制

である.入学を許可される学生は18才以上でなけれ

ばならない.ゲｰテ･インスティチュｰトは入学を許

可された学生にのみ下宿を割り当てる.学生カミ家族

を伴っている場合には別に宿舎を探す必要がある.

ベノレリンではその町にすでに居住している学生を優

先的に取扱っている..必要な場合にはGOethe･Institut,

1Ber1in33,CasparTheyss-Strasse7に問合わせると

よい.費用は8週間で1000ドイツ･マノレクこれは授

業料下宿料(普通は2人部屋)と日曜目や公休目をの

ぞいた全期間の食費を含んでいる.したがって休日に

はパンバタｰ牛乳ノ･ムなどを買って自室で食べ

るとかレストランヘてかけて食事をするということに

なる.

第エ9図教室におけるトルコァフガニスタンパラグァイ各国の男女学生

第2⑪図=1ツヘル湖のほとりにてノルウェｰ人学生と共に神戸技官(右)�
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冬期(10月から4月)は光熱料として月に35ドイツ

･マルクを追加する.採用される学生数は限られてい

るから応募は講義をうけようとする4ヵ月～6ヵ月前

にミュンヘンの本部に串し出なければ扱らない｡本部

から許可がおりると8週間の費用を講義の遂週間前漢

でに送る必要カ§ある古講義の期間は侮年多少の変更が

ある.1月一2月3月一一4月§月一6月7月一

8月9月一10月11月一五胡を会期とする場所と

2月一3月4月一δ月琶月一7月8月一§月

10月一11月12月一工月を会期とする場所とがあり毎

年多少とも変更カ三ある&考えられるから費用や送金方

法とともにミュンヘンの本部へ直擦か東京支部ある

いは大阪支部に問合はせていただきたい｡

私は昨年(1965年)五月と簑月の蟻カ力闘をこのよ

うなコッヘルのゲｰテ･イシステイチ鉱一トの環境の扱

かですごすことと溶った｡澄ツヘ川こは校長以下n

名の先生がおられ五名松いし獲名の売主が20名前後

の1クラスを担任し徹底し花ザイツ語の再教育をうけ

ること淋でき淀昔私の担任はワグナｰ(双鵯雌)先生

で2ヵ月間を通しての教育はドイツ講を他民族に徹

底的に理解させるのだという情熱と熱意にあふれるも

のであった.下宿では終始リｰブルご夫妻の親切に

接することができた.ゲｰテ･インスティチュｰトで

は日本韓国タイインドイランアフガニスタ

ントノレコフランススウェｰデンノルウェｰリ

ビァカメノレｰン南アフリカ共和国ペルｰバラグ

アイアノレゼシチン北米合衆国など世界各国の学生

とも交友の機会があった.

ミュンヘンヘの一目旅行コッヘルでの仮装舞踊会

(Ko鮒㎜fest)あるいはインスブルックを北米のスペ

ンサｰ(Sp㎝鮒)看やタイのシジｰ(Sidh1)博士とと

もに訪ねたごとなどは良書恩》･出と抵った､

このよラな賞ツヘルでの数埼の体験はドイツ人淋

いか紀旺盛な精神力と実行力とをもっているかを知る良

'い機会であり漢危ドイツ人の厚い人庸とドイツの

季候風土記擦する絶好の機会であった｡

ゲｰテ1イシスティチ孤一トの組織をふりかえってみ

ると簑カ肩ごと紀五鴛一スを終了する学生は鴛ヅヘル

だけでも200名紀およんでいる､正確な数字はわから

恋いカ茎毎年賦独紀てゲｰテ1イシスヂィチ皿一トで学

ぶ学生数はおそらく数千名からあるいは万を越えるも

のお考えられる曲これらの学生の多くは五年からδ

年あるいは五〇年の長い聞衝独で学びそして繭独で就

職しあるものは本副ζ帰るごあになる､

このよう紀数多くの外園人学生虹ドイツ語を徹底的

紀修傷させそして大学で学ばせ就職慈せることは

りも匁おさずすみやかにドイツの国情を理解させ

巷ら1ζドイツのあらゆる文化を理解せしめるのを容場た

らしめていると思う圭多くの場合自園に帰ってから

はドイツの文化を効果的に伝吏るということ紀抵る昔

このような観点からゲｰテ1イシスティチ盟一トの

果たす役割りは多岐でありかつ重大であるといえよう.

酉ドイツの文化あるいは科学の世界における発展のか

げにゲｰテ･インスティチュｰトの存在することを忘

れてはならないであろう.

いよいよ2ヵ月間のコッヘルの忘れがたい生活に別

れを告げて2月26目早朝ミュンヘンに向かいドイツ

連邦地質調査所のあるハノｰバｰに行くこととたった.

(筆者は地質都)

第21図コッヘルにてパラグァイインドカメルｰン

フランス日本の学生たち

第22図インスブルックの町並とアルプスの山々1�




